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学校評価（中間）と２学期以降の教育活動           校長 宮田 純生 

 １学期の末に学校評価を行いました。詳しくは学校のホームページに掲載しますが、教職

員の学校評価を掲載いたします。この結果を見ると、授業、あいさつ、場に応じた言葉遣い、

ＰＴＡ・地域との連携について課題を持っている職員がいることがわかります。 

 ２学期はこの結果を受けて以下のように取り組みます。 
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（１）規律ある授業と話合い活動を重視して授業を展開します。 

（２）授業の中で話合い活動を重視し主体的な学習に力を入れます。 

（３）あいさつや場に応じた言葉遣いを生徒が主体的にできるように取り組みます。 

（４）地域やＰＴＡと情報共有して連携を周知します。 

 ２学期は行事の多い学期となりますが、生徒が満足感を持って取り組むことができるよう

に職員の力を合わせ指導していきます。 

項   目 

学校は、学校教育目標達成に向けて、学校経営方針に基づき、組織

的に特色ある学校づくりに取り組んでいる。 

学校は、学校経営方針に基づき、学年・学級経営、教科経営や校務

分掌にあたっている。 

学校は、常に事故防止に努めるとともに、事故やトラブルに対して

迅速に対応している。 

学校は、清掃活動や掲示教育に力を入れるなど、教育の場にふさわ

しい環境美化に取り組んでいる。 

校内での職務を通して教師力の向上と相互の学びがある職場であ

る。 

学校は、生徒が落ち着いた中で学習できる環境整備に努めている。 

学校は、各教科で基礎的な知識・技能を習得させるために努力して

いる。 

学校は、各教科の指導において、言語活動を重視した授業を展開

し、生徒の言語活用能力を高めている。 

学校は、学習ルールを定めて授業を進めるなど、共通理解のもと指

導にあたっている。 

学校は、生徒が社会的・職業的自立ができるよう進路指導・キャリ

ア教育を推進している。 

学校は、生徒が友達や教職員・来校者に進んであいさつできるよう

指導し、成果を上げている。 

学校は、「です、ます」をつけるなど、場に応じた言葉遣いができ

るよう指導し、成果を上げている 

学校は、生徒がいじめや意地悪な行為をすることなく、お互いの良

さや努力を認め合って学校生活を送れるよう指導している。 

学校は、教職員自ら手本となるなど、生徒に対して規範意識を高め

る指導を行っている。 

学校は、体力向上に向け、体育や部活動・学校行事などにおいて意

欲的に取り組んでいる。 

学校は、生徒の健康の保持増進のための安全指導・安全管理に努め

ている。 

学校は、ＰＴＡ活動や地域活動に関心をもち、保護者・地域と連携

協力している。 

学校は、学校だよりやホームページ等で、教育活動の様子や成果・

課題等について定期的に情報提供している。 

学校は、保護者や地域と連携し不審者対策のパトロールや声かけ運

動などを計画を立てて定期的に実施している。 
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